
NAGOYA
をつくろう！

概 要 版
名
古屋
市次期

総合計画中間案

名古屋は今、大きな転換期を迎えています。
新たな”NAGOYA”を創造していくために

現在策定を進めている名古屋市次期総合計画へ
みなさまのご意見・ご提案をお寄せください。

ウェブサイト

名古屋市次期総合計画検索

名古屋市次期総合計画中間案の全体版は、名古屋市公式
ウェブサイトのほか各区役所の情報コーナーや市民情報
センター（市役所西庁舎1階）などでもご覧いただけます。
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長期的展望に立ったまちづくり

都市像の実現に
向けた施策・事業

平成42（2 0 3 0）年頃を見据えた
本市のめざす都市像・戦略

東京20 2 0オリンピック・
パラリンピック
競技大会の開催

団塊の世代が
後期高齢者に
（～ 20 2 5）

 第2 0回
アジア競技大会の

開催

 リニア中央新幹線の
開業

（品川ー名古屋間）

総合計画は、市政を総合的かつ計画的に運営していくために、
長期的展望に立って本市がめざす都市像を描き、
それを実現するため何をするべきかをまとめたものです。

名古屋市
次期総合計画について  

名古屋市次期総合計画では、
第20回アジア競技大会の開催、リニア中央新幹線（品川－名古屋間）
の開業後となる平成42（2 0 3 0）年頃を見据えたまちの将来像を
描きながら、平成31（2 0 1 9）年度からの5年間で取り組む施策と
事業を掲載します。

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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名古屋の
強みって
何だろう？

便利で快適
住みやすい

歴史ある
豊かな文化

市民と行政が
協働する力

日本の真ん中
交流の中心

強い
経済力

学生が学び
活躍できる

1 2

3 4

5 6

・おいしい水道水
・充実した公共交通機関

・ものづくり文化と武家文化

・市民と行政でごみ減量を達成 ・全国へのアクセス抜群

・世界レベルの産業技術が集積
・安定した雇用環境

・日本有数の大学の集積地
・ノーベル賞受賞者を多く輩出

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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名古屋市を　取り巻く状況

少子化・高齢化に伴う
人口構造の変化1

・死亡数の増加と出生数の減少により、平成34（2022）
  年頃から人口減少に転じると推計しています。
・今後は、社会の支え手である働く世代が減少し、
  高齢者の増加が見込まれます。

価値観・ライフスタイル
の多様化2

・南海トラフ大地震の発生確率は今後30年間で 
  70～80％と、地震発生の可能性が高まっています。
・豪雨の発生回数が増加しています。

環境の持続可能性に
対する懸念4

・本市の平均気温は、長期的にみると上昇傾向
  にあります。
・緑地など、身近な自然が減少傾向にあります。 

自然災害に対する懸念3

・家族や世帯のあり方、人と人とのつながりが
  変化しています。
・近年、外国人住民が大幅に増加しています。

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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名古屋市を　取り巻く状況

産業を取り巻く
環境の変化7

交流人口の増加6

・ＩｏＴ、ＡＩなど先端技術の発展により、産業を取
  り巻く環境が急速に変化しています。
・少子化の進行により、労働力不足が懸念され
 ます。

・近年、本市を訪れる外国人旅行者が増加してい
  ます。
・平成38（2026）年に「第20回アジア競技大会」
  が愛知県及び名古屋市で開催されます。

公共施設の老朽化8
・学校、市営住宅や道路、河川、公園、上下水道など、さま
　ざまな公共施設が古くなり、修繕、改修が必要になって
  きています。

リニア中央新幹線の
開業に伴う変化5

・リニア中央新幹線の開業により、東京から名古
  屋への移動時間が約40分まで短縮され、人と
  人との交流が活発になることが見込まれます。
・人口・経済活動が東京に吸い取られる「ストロ
  ー現象」の懸念があります。

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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  都市像1

人権が尊重され、誰もがいきいき
と暮らし、活躍できるまち
○人権が尊重され誰もが生きがいを持って生活できる
○誰もが不安なく自立して生活できる
○多様な人々が自分らしく活躍できる

  都市像2

安心して子育てができ、
子どもや若者が豊かに育つまち
○安心して子どもを生み育てることができる
○子どもの笑顔があふれ健やかに成長できる
○若者が明るい未来を切りひらき、いきいきと活躍できる

高齢者も
障害者も
みんなが元気！

子どもや
若者の
あふれる
笑顔！

長 期的展望に立ったまちづくり

子どもや親の総合的な支援や、高齢者や障害者などみんなにやさしい福祉の実現とともに、
さまざまな産業が発展し、安心・安全で住みやすく、誰もが笑顔で元気に長く活躍する活力ある
まちをめざします。
また、リニア中央新幹線の効果を最大限に引き出す投資を積極的に行うとともに、アジア競技大会
の開催を契機として、魅力と郷土愛にあふれ世界から選ばれる都市“ＮＡＧＯＹＡ”をめざします。

まちづくりの方針

平成42（2030）年頃を見据えて名古屋市がめざす将来のまちの姿を
5つの都市像として示します。
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  都市像3

人が支え合い、
災害に強く安心・安全に暮らせるまち
○地震や豪雨などの災害に強い
○火災や犯罪、交通事故が起こりにくい
○安心・安全な市民生活が守られている

災害に強く
安心・安全！

 都市像4

快適な都市環境と自然が調和したまち
○快適な都市環境の中で暮らせる
○自然が身近に感じられ潤いがある
○低炭素、循環型で環境にやさしい

 都市像5

魅力と活力にあふれ、世界から
人や企業をひきつける、開かれたまち
○高いブランド力を有し市民が誇りを持っている
○世界から人や企業をひきつけ国際的に開かれている
○地域の産業が活性化し高い産業競争力を有している

世界に
冠たる
NAGOYA！

環境に
やさしく
快適・便利！
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子どもや親を総合的に支援し、
未来を担う人材を育てます

④ 学びを支える教育環境の充実
⑤ 若者が学び活躍できる環境づくり

① 妊娠から子育てにわたる切れ目のない支援
② 働きながら子育てができる環境づくり
③ 社会全体で子育てを支援する環境づくり

重点戦略

① 子どもの権利の保障と健やかな育ちの支援
② 確かな学力の育成、体力向上の推進
③ グローバル人材・ものづくり人材・ICT人材の
 　育成に向けた教育の充実

戦略

1
未来を担う子どもや若者が、夢と希望を持って成長できるよう支援するとともに、
安心して子どもを生み育てることができる環境づくりを進めます。

子ども・若者・
子育て世代を
全力応援！

子ども・若者・
子育て世代を
全力応援！

未来を担う人材が育つ！
「子ども・若者応援戦略」

安心して子育てできる！
「子育て応援戦略」

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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みんなで支え合い、安心・安全で
活力あふれるまちづくりを進めます

みんなが主役・担い手！
「元気活躍戦略」

①  健康寿命の延伸に向けた健康づくり・
　  予防医療の推進
②  認知症施策の充実など地域包括
　  ケアシステムの深化・推進
③  障害者の地域生活支援

①  高齢者の活躍推進　②  女性の活躍推進

①  活躍できる場の形成と参加に向けた
　 地域活動の促進
②  地域の多様な担い手の育成・支援

名古屋市のめざす都市像の実現に向けて、優先的に取り組む
中長期的な戦略を「重点戦略」として設定します。

④  救急救命体制の充実
⑤  バリアフリーのまちづくり
⑥  安心・安全な地域づくり
⑦  多文化共生の推進

戦略

2
高齢者や障害者への支援など誰もが住み慣れた地域で安心して
暮らせるまちづくりや、高齢者や女性など多様な人材が活躍できる環境づくり、
地域コミュニティの活性化を進めます。

高齢者や
障害者も安心!
みんなにやさしい
福祉の実現！

高齢者や
障害者も安心!
みんなにやさしい
福祉の実現！

みんなにやさしい！
「誰もが安心戦略」

みんなでつくる！
「地域コミュニティ活性化戦略」　

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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重点戦略

① 防災啓発活動の推進
② 地域特性に応じた防災対策の推進

災害に強く、環境にやさしい
持続可能な都市を構築します

① 消防・救助体制の充実、防災拠点の強化
② 情報収集伝達手段の多様化・充実
③ 指定避難所の機能強化
④ 耐震対策・浸水対策など都市防災機能の強化
⑤ 帰宅困難者対策の推進

① 低炭素なライフスタイル・ビジネススタイルへの転換
② 緑に親しめる環境づくり、水循環の回復、
　 生物多様性の保全
③ 社会経済情勢の変化に対応した3Rの推進

戦略

３
災害への備えを万全にし、「自助・共助・公助」の力で総合的な防災力を強化します。
また、環境への負荷を抑え、人と生き物が快適に暮らせるように、
自然と共生し低炭素で循環型の環境にやさしい都市を構築します。

災害に強く
環境に
やさしい！

災害に強く
環境に
やさしい！

備えを万全に！
「地域支え合い戦略」

災害時でも安心！
「災害対応力向上戦略」

環境にやさしい！
「持続可能都市戦略」

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !

9



名古屋市のめざす都市像の実現に向けて、優先的に取り組む
中長期的な戦略を「重点戦略」として設定します。

強い経済力を基盤に、にぎわいと新たな
価値を創出し、都市機能を強化します

① リニア中央新幹線開業に向けた都心部の魅力づくり
② 第20回アジア競技大会に向けた基盤整備
③ 圏域の交通ネットワークの利便性の向上
④ 中部国際空港、名古屋港の機能強化
⑤ 先進的なモビリティ技術の活用促進

① 先端技術の活用、創業などによる
　 価値づくりの促進
② 次世代産業の振興、戦略的企業誘致

① 名古屋城を核とした魅力軸の創出・発信
② 文化・歴史資源、観光資源など名古屋が有する魅力の向上・発信
③ インバウンドの促進、おもてなしの充実
④ スポーツ、ポップカルチャーを活かした魅力の創出・発信
⑤ シビックプライドの醸成 

③ 産業交流の促進、MICEの誘致
④ 地域商業の活性化
⑤ 将来を担う産業人材の育成・確保

戦略

4
都市活力の向上と圏域の経済成長に向けて、高い防災性と利便性を備えた
都市機能の強化や産業技術の活用、産業交流などによる産業競争力の強化、
歴史・文化、スポーツなどを活かした名古屋の魅力向上・発信を進めます。

来たれアジア！リニア！
「都市機能強化戦略」

交流を促進し新たな価値を創出！
「イノベーション戦略」

魅力資源の磨き上げ！
「魅力向上・発信戦略」

チャンスを
つかみ成長を
つづける！

チャンスを
つかみ成長を
つづける！

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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● アジア競技大会の開催を契機としたまちづくりの基本目標

第 2 0 回アジア競技大会の開催と
リニア中央新幹線の開業  

平成３８(２０２６)年
第２０回アジア競技大会の開催！！
アジア競技大会は、４年に１度開催されるアジア最大の国際総合競技大会で、「アジア版オリンピック」
ともいわれるスポーツの祭典です。愛知・名古屋を開催都市として、４５の国と地域が参加し、３６
競技の実施が予定されています。大会には、選手・監督・コーチなど大会関係者約１．５万人、観客約
１５０万人の来訪が見込まれています。
この大会を一過性のスポーツイベントに終わらせるのではなく、その開催効果をスポーツの振興を
はじめ、国際交流の促進、交流人口の拡大、国際競争力の強化など、さまざまな分野につなげてい
くことが必要です。

基本目標１
基本目標２

基本目標３

基本目標４

スポーツにより、市民が健康に暮らし、地域の活動が盛んになることで、活力ある都市の実現
スポーツにより、都市のブランドが確立することで、にぎわいあふれ市民が誇りを持てる都市の実現
大会で、アジアをはじめとした諸外国との交流や理解が深まることで、豊かな国際感覚を備えた
開かれた都市の実現

大会で活用した選手村や競技施設、先端技術などが、大会モデルとして未来に引き継がれることで、
持続可能な都市の実現
 

ア
ジ
ア
中
が名

古
屋
に
注
目
！

夢
の
舞
台
が
日
本
へ
！

32
年
ぶ
り
に

名
古
屋
の
魅
力
を
ア
ジ
ア
に
発
信
！

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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  基本目標１  国内外のヒト・モノ・カネ・情報が行き交う交流拠点都市の実現
  基本目標２  我が国の人流・物流を支える強くしなやかな都市の実現

2つのプロジェクトの効果を最大限に発揮させるために市民、企業、大学、NPO、
その他さまざまな主体と共有する基本目標を紹介します。

©Central Japan Railway Company. All rights reserved.

平成３９(２０２７)年
リニア中央新幹線（品川‐名古屋間）の開業！！
リニア中央新幹線は、東京・名古屋・大阪の3大都市を、日本独自の技術である「超電導リニア」で結ぶ
新たな新幹線です。東京から名古屋の移動時間は約100分から約40分へ短縮され、全線開業後には、
東京・名古屋・大阪間が約1時間で行き来できるようになります。
また、1つの経済圏としては世界最大規模となる「スーパー・メガリージョン」が誕生し、本市はその
中心都市となります。これにより、全国の人との交流が盛んになることが見込まれ、名古屋が有する世界
レベルのものづくり技術や充実した交通ネットワークにより、産業、観光など幅広い分野で新たな価値
が創出され、魅力的で世界から人をひきつける国際都市へと成長する可能性を秘めています。

交
流
エ
リ
ア
が
広
が
る
！

経
済
が
活
性
化
！

新
幹
線
史
上
世
界
最
速
時
速
　
㎞
！
　

500

●リニア時代のまちづくりの基本目標

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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①  市民サービスの向上
②  情報発信・情報公開の推進
③  地域主体のまちづくりの推進
④  企業、ＮＰＯ、大学など多様な
　  主体との連携の推進
⑤  持続可能な行財政運営

都市像5

  　　　　 　　快適な都市環境と自然が調和したまち

23. 大気や水質などが良好に保たれた快適な生活環境を確保します
24. 身近な自然や農にふれあう環境をつくります
25. 公共交通を中心とした歩いて暮らせるまちづくりを進めます
26. 良好な都市基盤が整った生活しやすい市街地を形成します
27. 歩行者や自転車にとって安全で快適な道路環境を確保します
28. バリアフリーのまちづくりを進めます
29. 多様なニーズに対応した安心・ゆとりある住生活の実現・継承を
　　はかります
30. 市民・事業者の環境に配慮した活動を促進します
31. 低炭素都市づくりを進めます
32. 3Rを通じた循環型都市づくりを進めます

　　　　　　 　魅力と活力にあふれ、世界から人や企業を
　　　　　　　ひきつける、開かれたまち
33. 世界の主要都市としてふさわしい都心機能・交流機能を高め
　　ます
34. 国際的に開かれたまちづくりを進めます
35. 港・水辺の魅力向上をはかります
36. 魅力的な都市景観の形成を進めます
37. 歴史・文化に根ざした魅力向上をはかるとともに、市民による
　   魅力発信を促進します
38. 観光の振興・MICEの推進と情報発信により交流を促進します
39. スポーツを活かしてまちの魅力と活力を高めます
40. 地域の産業を育成・支援します
41. 新たな価値を創造する産業を振興するとともに、産業交流を
　　促進します

　市政運営の取り組み

42. 市民サービスの向上を進めます
43. 市民への情報発信・情報公開を進めます
44. 地域主体のまちづくりを進めます
45. 公共施設の適切な維持管理、保有資産の有効活用を進めます

⑥  ＩＣＴの活用
⑦  アセットマネジメントの推進
⑧  市民とともに名古屋の将来を
　  築くことのできる職員の育成
⑨  圏域における自治体連携の推進
⑩  名古屋市がめざす大都市制度

都市像の実現に向けた施策・事業

市政運営の取り組み

「 めざ す 都 市 像 」及 び「 市 政 運 営 の 取り組 み 」を
実 現 するた め に 、4 5 の 施 策 に 取り組 みます。

  　　　　 　　人権が尊重され、誰もがいきいきと
　　　　　  　暮らし、活躍できるまち

      １. 生涯にわたる心身両面の健康づくりを支援します
  ２. 適切な医療を受けられる体制を整えます
  ３. 高齢者が生きがいを持って暮らせるよう支援します
  ４. 高齢者が地域で安心して暮らせるよう支援します
  ５. 安心して介護を受けられるよう支援します
  ６. 障害者が自立して安心して暮らせるよう支援します
  ７. 誰もが意欲を持って働けるよう、就労支援を進めます
  ８. 生涯にわたる学びやスポーツを通した生きがいづくりを
　   支援します
  ９. 人権が尊重され差別や偏見がない社会をつくります
10. 男女平等参画を総合的に進めます

　　　　    　　安心して子育てができ、子どもや
　　　　　　　若者が豊かに育つまち

11. 安心して子どもを生み育てられる環境をつくります
12. 子どもが健やかに育つ環境をつくります
13. 虐待やいじめ、不登校から子どもを救います
14. 子どもの個性を大切にし、確かな学力と豊かな心、
　　健やかな体を育みます
15. 若い世代が学び育ち、活躍できるまちをつくります

　　　　　   　人が支え合い、災害に強く安心・
　　　　　　　安全に暮らせるまち
16. 災害に強い都市基盤の整備を進めます
17. 防災・減災対策を進めるとともに、地域防災力の向上を
　   支援します
18. 災害時に市民の安全を守る体制の強化を進めます
19. 犯罪や交通事故のない、安心・安全な地域づくりにつとめます
20. 衛生的な環境の確保につとめます
21. 安心・安全でおいしい水道水を安定供給します
22. 消費生活の安定・向上と、食の安全・安心を確保します

都市像1

都市像2

都市像3

都市像4
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みなさまのご意見・ご提案をお聴きしながら、計画案を取りまとめ、
平成31年度中の計画策定に向けて作業をすすめます。

平成
30年度

平成
31年度

計画案公表

パブリックコメント実施

議案として市議会に提出、審議

計画策定・公表

中間案公表・意見募集開始

タウンミーティング開催

計画策定までの流れ

中 川 区
守 山 区
中 　 区
南 　 区
天 白 区
西 　 区
名 東 区
瑞 穂 区
千 種 区
港 　 区
東 　 区
昭 和 区
緑 　 区
中 村 区
北 　 区
熱 田 区

1 0 月 1 7 日（ 水 ）
1 0 月 1 8 日（ 木 ）
1 1 月  2 日（ 金 ）
1 1 月  3 日（ 土・祝 ）
1 1 月  7 日（ 水 ）
1 1 月  8 日（ 木 ）
1 1 月 1 0 日（ 土 ）
1 1 月 1 1 日（ 日 ）
1 1 月 1 3 日（ 火 ）
1 1 月 1 7 日（ 土 ）
1 1 月 1 8 日（ 日 ）
1 1 月 2 0 日（ 火 ）
1 1 月 2 4 日（ 土 ）
1 1 月 2 5 日（ 日 ）
1 2 月 1 0 日（ 月 ）
1 2 月 1 3 日（ 木 ）

1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0
1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0

中 川 区 役 所 講 堂
守 山 区 役 所 講 堂
中 区 役 所 ホ ール
南 区 役 所 講 堂
天 白 区 役 所 講 堂
西 区 役 所 講 堂
名 東 区 役 所 講 堂
瑞 穂 区 役 所 講 堂
千 種 区 役 所 講 堂
港 区 役 所 講 堂
東 区 役 所 講 堂
昭 和 区 役 所 講 堂
緑 区 役 所 講 堂
中 村 区 役 所 講 堂
北 区 役 所 講 堂  
熱 田 区 役 所 講 堂

タウンミーティング開催日

開 催 日 時
（ 開 場 は 3 0 分 前 ） 会 　 場区

タウンミーティングは、総合計画を市民のみなさんと一緒につくっていくために
ご意見・ご提案をお聴きする場です。NAGOYAの未来を、みんなで考えてみませんか。

入場無料　申込不要　

定員：各会場2 5 0名（中区は3 5 0名）当日先着順

Let's  think  about  NAGOYA’s  future !
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● 市ウェブサイトから、同様の様式がダウンロードできます。
● お寄せいただいたご意見・ご提案に対する個別の回答はいたしません。
● お寄せいただいた個人情報は、本業務以外での利用は一切行いません。

発行・編集（お問い合わせ先）名古屋市総務局企画部企画課
電話：052-972-4080 ＦＡＸ：052-972-4418

提 出 先 　名古屋市総務局企画部企画課

お名前

ご意見・ご提案

ご住所

募集期限　   平成30年12月25日（火）まで

電子メール  sougoukeikaku-iken@somu.city.nagoya.lg.jp 

郵 　 便 　 〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目1番1号 Ｆ Ａ Ｘ 　  052-972-4418

ウェブ
サイトは
こちら

「 ＮＡＧＯＹＡを つくろう！」
名古屋市次期総合計画の策定に向けて、
ご意見・ご提案をお待ちしています。

以下の様式をご利用のうえ、郵便・ＦＡＸ・電子メールのいずれかの方法により
下記までお送りいただくか、直接ご持参ください。


